
水害の記憶を未来につなげる
『ステッカーツアー』運営 

見てみようよ！常総市の会 

2018年度最終報告会発表資料 

1 



【平成27年(2015年)9月豪雨災害】  

鬼怒川の決壊で死者2人、3000戸以上が浸水 
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https://www.huffingtonpost.jp/2015/09/10/kinugawa-joso_n_8114260.html


【常総市における被害のまとめ】  

平成27年9月豪雨による水害被害 

鬼怒川堤防決壊 

  

① 人的被害 死亡2人 重症3人 中軽傷41人  

② 住宅被害など 

  全壊53件 大規模半壊1578件半壊3476件 

  床上浸水148件 

   （全壊、大規模半壊、半壊に至らないもの）  

  床下浸水3072件 停電約1万1300軒 

  断水約1万1800軒 
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【団体の歩み】  

・平成27年9月豪雨による水害被害 鬼怒川堤防決壊  

・平成28年1月に、27年９月水害後に茨城NPOセンター・コモンズ 助け合いセンタ－ 

 JUNTOSが主催した、復興を考えるワークショップにてスタディツアー構想が市民か   

  ら出され、その自主運営団体として「見てみようよ！常総市の会」立上げ。毎週1回 

  の会議継続。 

・平成28年３月、常総市市民協働課事業防災まちづくりフィールドワークと講座に協 

  力、水海道中心地をフィールドワーク。 

・平成28年５月、新潟県中越地震の後に構築された中越震災メモリアル回廊につい 

  て学ぶ、長岡青年会議所との情報交換会実施（常総市にて）。 

・平成28年８月、中越震災メモリアル回廊現地見学。 

・平成28年９月、水海道地区において、地区防災に関するセミナー実施（東京都国分 

  寺市高木町自治会長を講師招聘）。 

・平成28年10月、水海道地区にて第一回ステッカーツアー実施（参加者20名）。 

・平成28年11月、語り部にきく勉強会実施。 

・平成29年1月 石下地区ツア―実施 

・平成30年７月 根新田地区ツア―実施 

・平成30年２月 橋本町地区ツア―実施 

・平成30年７月 新井木地区ツア―実施 
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【活動の特徴】 
 
 2015年9月豪雨による水害被害の記憶を風化させない被災地域の取組と
して、 

 
①水害体験の掘り起し  

②語り部の発掘・育成  

③街の各所における洪水高の記録表示（洪水水位高ステッカー表示）  

 
を一体のプロセスとした「ステッカーツアーコ－ス造成」 「ツアー運営」
を行う。 

将来目標 

ツアー運営の成果を活かして、「常総水害
メモリアル廻廊」を地域内につくり、次世
代に語り継ぐ仕組みを構築する。 
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【ステッカツアーの構築プロセス】  

1.区長宅訪問 
 
2.現地下見 
 
3.コース・マップ作り 
 
4.チラシ作成 
 
（5.語り部勉強会） 
 
6.ステッカーツアー開催 
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【新井木ステッカツアー】  

ツアーが開催されるごとに 

関係者や住民の方、参加 

希望者に対してチラシを作 

成 
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【新井木地区ステッカーツアー】  

・平成30年7月8日（日） 

 
・参加人数17名 

 
コース 

 
 水海道駅 

  ↓ 

 新井木町会会館 

  ↓ 

 5人の語り部のお宅 

   ↓ 

 水害から復興した（再建した）飲食店で昼食 

  ↓ 

 新井木町会会館 でふりかえり 
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【ツアーの様子】  

水海道駅でのオリエンテーション。 

西日本出豪雨災害があった直後だけに 

メンバーは本日開催意義を再確認する。 
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鬼怒川・小貝川を結ぶ八軒堀川。鬼怒川破堤の前にこの川があふれた。 
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町会会館で区長ほかに本日の
行程を再説明。 
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第一の語り部を訪問。 
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第四の語り部宅。かつてこの地域で舟が使われており、水とともに暮らしてい 

た地域であるといえる。 

避難に対する油断や、行政の問題点などお話を伺うことができた。 
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第五の語り部宅では、流れの強い水が頭より高い位置まできた。 

水が引くのが遅く、3日間は掛かったとおっしゃっていた。 
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振り返りでまとめられた模造紙の様子。 
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【本ステッカーツアーの成果】  

・水害が襲来した地域の生活文化について 

  学ぶことができた。 

・住民の方と社会人、学生とのつながりを深 

  め、今後の運営に活かす方法を学べた。 
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・「常総水害メモリアル廻廊」に向けて、次
世代に語り継ぐために必要なしくみを学んだ。 



【常総自転車ツアー11/17】 

・今までの水害の地域を見て廻るだけでない 

新しいタイプのツアーを造成。 

・徒歩だけではなく自転車ツアーを行う。 

・広く廻ることで、常総市の地形を体感し、
地形と水害の関係を学ぶことができる。 
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【自転車ツアーの行程】  
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10:00 水海道駅集合/オリエンテーション 

10:15 スタート 

10:30 小貝川サイクリングロード 

11:00 大生(おおの)公民館 

   ・公民館祭に参加、住民と交流 

11:30 公民館発(水海道市街地で昼食) 

13:00 水海道倉庫街 

13:15 鬼怒川サイクリングロード 

14:00 橋本町会館（振り返り、まとめ） 

15:00 解散（→お土産など買い物へ） 



【自転車ツアーの様子】  
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21 

水海道駅に集合し、 

出発 
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移動中 
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途中途中で解説 



24 

大生(おおの)公民館に立ち寄
り、話を伺う（どこまで浸水
があったか等） 
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公民館で炊き出し料理で昼食をごちそうになる 
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市長にお会いしたり、、、 
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最後に振り返り会 



【自転車ツアーの結果】  



【自転車ツアーで出た意見】  

• このようなツアーを継続的に実施してほ
しい 

• 公民館の3.5mの高さにも水がきたことが
印象に残った 

• 高台が少ない。 
• ハザードはマップを作成するにも情報が
不足している。 

• サイクリングツアーは自然との一体感が
出て、改めて水害箇所について考えさせ
られた。 

• コースの下見をもっとしっかりしておい
てほしかった。 

など 



【自転車ツアーから学んだ事】  
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• 行政もそうだが、個人でも対策をしな
いと。 

• 記念碑などがあることをしらなかった
ため、勉強になった。 

• 水害の記録は後世に伝え、忘れないこ
とが大事。 

• 公民館のお祭りに初めて参加したが、
公共性が高く驚いた。 

など 
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【報道結果】  
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【2月17日（日） 

 復興まちづくりを考える街歩きツアー】  
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〈視点〉 
・「“水害の記憶”をたどるツアー」から「（現在も進行して
いる）復興の歩みをたどり、考えるツアー」へ   

・暗い記憶だけでなく、“前を向くことができる”ツアーコンセプト
へ。“復興”を見つめる中で、水害の教訓の検証も行う。 

 

・水害後に移り住んだ／開業した  店なども訪問、新たなまちづくり

を考えるベースとして水害の事実もきちんと見つめつつ、新住民の

希望も共有する。 

 

・「街の記憶」と「ニュース」の発見＝街のおもしろさの参加者に

よる発見 をコンセプトに参加魅力を高めたツアーに。 



【2月17日（日） 

復興まちづくりを 

考える街歩きツ 

アー 】  
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【課外活動：中越メモリアル回廊視察＝再訪＝】  
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2018年9月、会として中越メモリアル回廊に二度目の視察を行いまし
た（初参加者も含）。 

＝現地での振り返りの会（学んだことからの今後の会の方針検討）も実施＝ 



【課外活動：せんだい3.11メモリアル交流館視察＝有志＝】  

2018年１２月 メンバーが視察。将来の常総市の拠点施設の参考に。 
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【年間活動を振り返って＝反省・教訓＝】  

1. 人を集めるツアーの継続には、常に“魅力の向上”が必要 
⇒水害の記憶のみに的を絞るときつくなる。 

  地域の人は“楽しさ””（前を見る）明るさ”を求めている 

  ⇒確立したツアーの形式にこだわらず変化を試していく 

 
2. 「水害の事実」に力点を置く時期、の後は「復興の歩
み」 

  にフォーカスして“希望”を共有していく 
 
3. 「水害の被災記憶」だけでなく「ボランティアの顕
彰」を力点にしていく。 

 ⇒被災記憶を振り返ることはつらいものだが、ボランティアの活躍

については地元皆感謝している⇒「ボラの顕彰」をテーマに打ち出せ

ば、思い出を語ってくれる人は大勢いそう。（ボラへの感謝は皆さん

口にしたい。共有したい。） 



語り部の方の宝物は、水害後に来てくれた親子のボランティアの 

小4の女子が忘れていった子供用軍手。 

連絡先を聞けず、今でも悔やんでおられた。 
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「ボランティアの顕彰」を力点に 



【今後の課題】  

・中核的参加メンバーはまだまだ不足  
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・常総市地元参加者の巻き込み 

・恒常的資金不足と継続モデルの未確立 

・ツアー魅力増大＝参加者拡大 



【次年度の展開】  

・当地の地形や水害の歴史、川との付き合
い方の知恵、など、「川とくらしの文化」
に関する 

連続セミナー実施 

 
・“復興”や“ボランティア”“街の魅力”“川と
くらしの文化”に光を当てたイベント／ツ
アー実施 

 
・中長期に向けた計画づくり 



２箇年度にわたり、 

ご支援いただき、 

誠に 
ありがとうございまし
た♪ 


